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大型低温重力波望遠鏡 KAGRA は、岐阜県神岡の地下にある基線長 3 km のレーザー干渉計である。一般に
重力波は極めて微弱な信号であり、これを地上の検出器でとらえるためには、あらゆる雑音源を想定して対策を
ほどこさなければならない。たとえば、干渉計を構成する鏡の地面振動によるゆらぎも雑音となる。KAGRAで
は、干渉計を地面振動の小さな神岡の地下に設置し、かつ多段の防振系を用いることで対策している。また、鏡
の熱雑音によるゆらぎも問題となるため、メインの鏡を 20K付近まで冷却する予定である。
KAGRA補助光学系とは、干渉計内の迷光対策や、3 km 光軸の長期安定制御を達成するために必要な、諸々の

光学系サブシステムのことである。たとえば迷光対策としては、光学バッフルやダンパを順次インストールする
予定である。また、長期安定稼働のために、3 km光軸に対して、防振された透過光モニター用の大型テレスコー
プを用意する予定である。本講演では、今年度末に予定されているKAGRAの冷却運転の予定をふまえつつ、こ
れらの設計開発の現状および今後のアップグレードの予定について報告する。


